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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　間仕切ユニットの上下方向に延在する少なくとも一方の垂直端部を隣接部材と連結する
間仕切ユニットの構造であって、
　前記垂直端部に固定される第一方立と、
　前記第一方立に締結手段にて固定される第二方立と、を備え、
　連結された前記第一方立と前記第二方立は平面視で前記間仕切ユニットの表裏面のそれ
ぞれから凸部となって突出し、
　前記表裏面から突出するそれぞれの前記凸部の突出面は平面視で角の無い弧状の凸曲面
に形成されている間仕切ユニットの構造において、
　前記第一方立と前記第二方立のそれぞれの連結面には平面視でＬ字状の切欠部が形成さ
れ、
　前記第一方立と前記第二方立がそれぞれの前記切欠部同士を合わせる相欠継にて継がれ
、
　前記第一方立と前記第二方立とが締結手段にて締結され、前記第一方立と前記第二方立
とが相互に固定され、
　前記第一方立の凸曲面から前記第二方立に締結手段を締結するとともに前記第二方立の
凸曲面から前記第一方立に締結手段を締結して前記第一方立と前記第二方立が相互に固定
されることを特徴とする間仕切ユニットの構造。
【請求項２】
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　請求項１記載の間仕切ユニットの構造であって、
　前記凸曲面に穿設される前記締結手段用孔が目隠栓にて塞がれることを特徴とする間仕
切ユニットの構造。
【請求項３】
　間仕切ユニットの上下方向に延在する少なくとも一方の垂直端部を隣接部材と連結する
間仕切ユニットの構造であって、
　前記垂直端部に固定される第一方立と、
　前記第一方立に締結手段にて固定される第二方立と、を備え、
　連結された前記第一方立と前記第二方立は平面視で前記間仕切ユニットの表裏面のそれ
ぞれから凸部となって突出し、
　前記表裏面から突出するそれぞれの前記凸部の突出面は平面視で角の無い弧状の凸曲面
に形成されている間仕切ユニットの構造において、
　前記第一方立と前記第二方立のそれぞれの連結面には平面視でＬ字状の切欠部が形成さ
れ、
　前記第一方立と前記第二方立がそれぞれの前記切欠部同士を合わせる相欠継にて継がれ
、
　前記第一方立と前記第二方立とが締結手段にて締結され、前記第一方立と前記第二方立
とが相互に固定され、
　前記第一方立または前記第二方立のいずれか一方が連結面と反対側の表出面から挿通さ
れた締結手段にて前記第一方立または前記第二方立のいずれか他方に固定されることを特
徴とする間仕切ユニットの構造。
【請求項４】
　請求項３記載の間仕切ユニットの構造であって、
　前記表出面に穿設される前記締結手段用孔が目隠栓にて塞がれることを特徴とする間仕
切ユニットの構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、学校、図書館などの建物に用いて好適な間仕切ユニットの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　間仕切ユニットとして、矩形の間仕切枠内に、欄間引戸、窓用引戸、腰板、出入用引戸
を備えるものが知られている。この間仕切ユニットと隣接部材を連結するには、間仕切ユ
ニットの金属枠体と隣接部材の金属枠体を建物躯体側の鉄筋アンカーに溶接直付けしたり
（例えば特許文献１参照）、躯体に固定されている方立を挟んで間仕切ユニット同士を連
結した後、方立をカバー部材で覆ったりしていた。
【０００３】
　しかしながら、金属枠体同士を連結する構造は、無機質なデザインとなるため、形状的
には角部が無く、材質的には金属的な冷たさのない暖かみのある連結部デザインを実現さ
せたい要望がある。また、方立を単にカバー部材で覆うのではなく、方立自体を連結する
ことにより、少ない部品点数で、高強度な連結部を実現させたい要請もあった。さらに、
間仕切りユニットと隣接部材を連結する場合には、躯体の施工精度の誤差によって隙間が
生じ、意匠性を損なう虞があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平７－１０３６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　本発明は上記状況に鑑みてなされたもので、その目的は、現場での施工精度の向上が可
能となるとともに、丸みを有し、好ましくは木質感を備えた方立を使用して間仕切ユニッ
トを連結し、暖かみのある連結部デザインを可能にする間仕切ユニットの構造を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　次に、上記の課題を解決するための手段を、実施の形態に対応する図面を参照して説明
する。
　本発明に係る間仕切ユニットの構造は、間仕切ユニット１１の上下方向に延在する少な
くとも一方の垂直端部１３を隣接部材１５と連結する間仕切ユニット１１の構造であって
、
　前記垂直端部１３に固定される第一方立１９と、
　前記第一方立１９に締結手段２１にて固定される第二方立２３と、を備え、
　連結された前記第一方立１９と前記第二方立２３は平面視で前記間仕切ユニット１１の
表裏面２５のそれぞれから凸部２７となって突出し、
　前記表裏面２５から突出するそれぞれの前記凸部２７の突出面２９は平面視で角の無い
弧状の凸曲面３１に形成されていることを特徴とする。
【０００７】
　この間仕切ユニットの構造では、第一方立１９が間仕切ユニット１１に固定され、この
第一方立１９が第二方立２３に連結固定される。第一方立１９と第二方立２３とは、好ま
しくはそれぞれ木質材１７よりなる。第二方立２３は、隣接部材１５に固定されていても
よく、あるいは自身が隣接部材１５であってもよい。間仕切ユニット１１の表裏面２５か
らは角部の無い第一方立１９と第二方立２３が丸く突出する。
【０００８】
　本発明の参考例に係る間仕切ユニットの構造は、上記の間仕切ユニット１１の構造であ
って、
　前記第一方立１９と前記第二方立２３のそれぞれの連結面３３には固定板部３５の両端
から一対の平行な連結板部３７が折り曲げられた平面視でコ字状の連結枠部材３９が固定
され、
　前記第一方立１９と前記第二方立２３がそれぞれに前記固定板部３５を介して固定され
た前記連結枠部材３９の連結板部同士を締結手段２１にて固定することで連結され、
　前記連結枠部材３９を挟んで前記第一方立１９と前記第二方立２３の間に形成された縦
目地４１に目地部材４３が挟入されることを特徴とする。
【０００９】
　この間仕切ユニットの構造では、第一方立１９に固定された連結枠部材３９と、第二方
立２３に固定された連結枠部材３９が、互いの連結板部３７が平行となるように突き合わ
され、重なった連結板部３７が表裏面２５から締結手段２１によって固定される。つまり
、第一方立１９と第二方立２３は連結枠部材３９を介して連結固定される。連結板部３７
を固定した締結手段２１は、縦目地４１に位置し、縦目地４１に挿入された目地部材４３
で隠される。
【００１０】
　本発明に係る間仕切ユニットの構造は、上記間仕切ユニット１１の構造であって、
　前記第一方立１９と前記第二方立２３のそれぞれの連結面３３には平面視でＬ字状の切
欠部４５が形成され、
　前記第一方立１９と前記第二方立２３がそれぞれの前記切欠部同士を合わせる相欠継に
て継がれ、
　前記第一方立１９と前記第二方立２３とが締結手段２１にて締結され、前記第一方立１
９と前記第二方立２３とが相互に固定されることを特徴とする。
【００１１】
　この間仕切ユニットの構造では、第一方立１９と第二方立２３の連結面３３が相欠継に
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形成されることで、連結面３３を突き合わせれば、第一方立１９と第二方立２３が略丸柱
状に一体化されて、目地がほとんど目立たなくなる。
【００１２】
　請求項１記載の間仕切ユニットの構造は、上記間仕切ユニット１１の構造であって、
　前記第一方立１９と前記第二方立２３とが相欠継にて継がれ、
　前記第一方立１９の凸曲面３１から前記第二方立２３に締結手段２１を締結するととも
に前記第二方立２３の凸曲面３１から前記第一方立１９に締結手段２１を締結して前記第
一方立１９と前記第二方立２３が相互に固定されることを特徴とする。
【００１３】
　この間仕切ユニットの構造では、第一方立１９と第二方立２３とが相欠継とされて、互
いに表裏面２５側の両凸曲面３１から締結されて第一方立１９と第二方立２３が略丸柱状
に一体化される。
【００１４】
　請求項３記載の間仕切ユニットの構造は、上記間仕切ユニット１１の構造であって、
　前記第一方立１９と前記第二方立２３とが相欠継にて継がれ、
　前記第一方立１９または前記第二方立２３のいずれか一方が連結面３３と反対側の表出
面４７から挿通された締結手段２１にて前記第一方立１９または前記第二方立２３のいず
れか他方に固定されることを特徴とする。
【００１５】
　この間仕切ユニットの構造では、例えば第一方立１９の連結面３３と反対側が表出面４
７となって表出するとき、この表出面４７が第一方立１９の固定面として有効利用され、
この第一方立１９が第二方立２３に固定される。
【００１６】
　本発明に係る間仕切ユニットの構造は、前記凸曲面３１または前記表出面４７に穿設さ
れる前記締結手段用孔４９が目隠栓５１にて塞がれることを特徴とする。
【００１７】
　この間仕切ユニットの構造では、凸曲面３１に穿設された締結手段用孔４９に挿入され
る目隠栓５１の表面は、凸曲面３１に倣った曲面で形成される。また、表出面４７に穿設
された締結手段用孔４９に挿入される目隠栓５１の表面は、表出面４７に倣った平面で形
成される。これにより、凸曲面３１や表出面４７に、窪みや段部が生じない。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る間仕切ユニットの構造によれば、間仕切ユニットの垂直端部に固定される
第一方立と、締結手段を介して第一方立に固定される第二方立と、を備え、現場での施工
精度の向上が可能となるとともに、連結された第一方立と第二方立は平面視で間仕切ユニ
ットの表裏面のそれぞれから凸曲面となって突出するので、丸みを有した方立を使用して
間仕切ユニットを連結でき、暖かみのある連結部デザインを実現できる。
【００１９】
　本発明の参考例に係る間仕切ユニットの構造によれば、第一方立と第二方立がそれぞれ
に固定された連結枠部材同士を締結することにより固定され、連結枠部材を挟んで第一方
立と第二方立の間に形成された縦目地に目地部材が挟入されることで、連結が容易に行え
るとともに、連結に用いる締結手段を縦目地内に収容し、目地部材によって連続した凸曲
面として塞ぐことができる。
【００２０】
　本発明に係る間仕切ユニットの構造によれば、第一方立と第二方立がそれぞれの切欠部
同士を合わせる相欠継にて継がれ、第一方立と第二方立とが締結手段にて締結されて固定
できるので、他の連結用の枠部材等を使用せずに方立同士を直接固定して連結でき、部品
点数を削減して製品コストを安価にできる。
【００２１】
　請求項１記載の間仕切ユニットの構造によれば、第一方立と第二方立がそれぞれの切欠
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部同士を合わせる相欠継にて継がれ、第一方立の凸曲面から第二方立に締結手段を締結す
るとともに第二方立の凸曲面から第一方立に締結手段を締結して相互に固定できるので、
他部材を使用せずに方立同士を直接固定して連結でき、部品点数を削減して製品コストを
安価にできる。
【００２２】
　請求項３記載の間仕切ユニットの構造によれば、第一方立または第二方立のいずれか一
方が連結面と反対側の表出面から挿通された締結手段にて第一方立または第二方立のいず
れか他方に固定されるので、例えば一方となる第一方立が引違戸の開口枠における縦枠で
あるとき、この縦枠の表出面（戸先の当たる面）から締結手段を挿通して他方の第二方立
に容易に固定することができる。
【００２３】
　請求項２又は４記載の間仕切ユニットの構造によれば、凸曲面または表出面に穿設され
る締結手段用孔が目隠栓にて塞がれるので、容易な締結作業を可能とする締結手段用孔が
目隠栓にて覆え、容易な作業を実現させつつ、凸曲面や表出面の見栄えを低下させること
がない。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係る間仕切ユニットの構造を表す正面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】図３のＣ－Ｃ矢視図である。
【図５】連結面が相欠継にて継がれる変形例の平断面図である。
【図６】一方の方立が連結面と反対側の表出面から挿通された締結手段にて他方の方立に
固定される変形例の平断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
　図１は本発明に係る間仕切ユニットの構造を表す正面図である。
　間仕切ユニットの構造は、間仕切ユニット１１と隣接部材１５の連結に用いられる。隣
接部材１５は、他の間仕切ユニット、あるいは方立自体であってもよい。本実施の形態は
、間仕切ユニット１１と隣接部材１５である他の間仕切ユニット（以下、間仕切ユニット
５３と称する。）を連結する構造を例とする。
【００２６】
　間仕切ユニット１１には矩形の間仕切枠５５の内側に欄間引戸５７、窓用引戸５９、腰
板６１が設けられる。間仕切ユニット５３には矩形の間仕切枠６３の内側に欄間引戸６５
、出入用引戸６７が設けられる。
【００２７】
　図２は図１のＡ－Ａ断面図である。
　間仕切ユニット５３は、欄間引戸６５の配置される開口部６９が上枠７１と横桟７３に
て構成される。横桟７３は床面７５との間に出入口開口７７を構成する。欄間引戸６５は
一対の引違戸６５ａ，６５ｂからなり、出入用引戸６７は一対の引違戸６７ａ，６７ｂか
らなる。横桟７３の上面には一対の平行なレール材７９，７９が設けられ、レール材７９
，７９は引違戸６５ａ，６５ｂの戸車８１を案内する。また、出入用引戸６７の引違戸６
７ａ，６７ｂは、吊戸タイプであり、引違戸６７ａ，６７ｂを支持する上部の戸車８３が
横桟７３の下面に形成されたレール部８５を転動する。
【００２８】
　図３は図１のＢ－Ｂ断面図である。
　間仕切ユニット５３の間仕切枠６３には上枠７１と横桟７３が固定される縦枠８７が設
けられ、縦枠８７は引違戸６５ａ，６５ｂ、引違戸６７ａ，６７ｂと当接する。縦枠８７
の反対側には第二方立２３が配置され、第二方立２３は引違戸６５ａ，６５ｂ、引違戸６
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７ａ，６７ｂと当接する。第二方立２３は、後述の第一方立１９と同様に、材質として木
質材１７からなる。第二方立２３は、上記した上枠７１，横桟７３に固定される。
【００２９】
　図１に示すように、間仕切ユニット１１は、欄間引戸５７の配置される開口部９１が上
枠９３と横桟９５にて構成される。横桟９５と下枠９７との間には中間枠９９が設けられ
る。中間枠９９と下枠９７との間には上記の腰板６１が建て込まれる。横桟９５と中間枠
９９との間には上記の窓用引戸５９が設けられる。欄間引戸５７は一対の引違戸５７ａ，
５７ｂからなり、窓用引戸５９は一対の引違戸５９ａ，５９ｂからなる。上枠９３、横桟
９５、中間枠９９、腰板６１、下枠９７の図１に示す右端は、縦枠１０１に固定される。
図３に示すように、縦枠１０１の反対側には第一方立１９が配置され、第一方立１９は引
違戸５７ａ，５７ｂ、引違戸５９ａ，５９ｂと当接する。第一方立１９は、第二方立２３
と同様に、その材質は木質材１７からなる。
【００３０】
　本実施の形態に係る間仕切ユニット１１の構造は、間仕切ユニット１１の上下方向に延
在する少なくとも一方の垂直端部１３を隣接部材１５である間仕切ユニット５３と連結す
る。この連結は、第一方立１９と第二方立２３とによって行われる。第一方立１９は、間
仕切ユニット１１の垂直端部１３に固定される。一方、間仕切ユニット５３には第二方立
２３が固定される。第一方立１９と第二方立２３とは締結手段２１にて固定される。
【００３１】
　第一方立１９と第二方立２３のそれぞれの連結面３３には固定板部３５の両端から一対
の平行な連結板部３７が折り曲げられた平面視で略コ字状の連結枠部材３９が固定されて
いる。第一方立１９と第二方立２３は、それぞれに固定板部３５を介して固定された連結
枠部材３９の連結板部３７，３７同士を締結手段２１にて固定することで連結される。連
結枠部材３９を挟んで第一方立１９と第二方立２３の間に形成された表裏面２５の縦目地
４１，４１には目地部材４３が挟入される。
【００３２】
　目地部材４３は、木質素材のもの、例えば目地幅の細木部材や、樹脂製部材（例えば塩
ビ）等とすることができる。これにより段差の無い表面を形成できる。なお、好ましくは
第一方立１９と第二方立２３の材質や色に合せて、この目地部材４３の質感を形成する。
【００３３】
　連結された第一方立１９と第二方立２３は、平面視で間仕切ユニット１１の表裏面２５
のそれぞれから凸部２７となって突出する。表裏面２５である表面２５ａ、裏面２５ｂか
ら突出するそれぞれの凸部２７の突出面２９は、平面視で角の無い弧状の凸曲面３１に形
成されることとなる。
【００３４】
　第一方立１９に固定された連結枠部材３９と、第二方立２３に固定された連結枠部材３
９は、互いの連結板部３７が平行となるように突き合わされ、重なった連結板部３７が表
裏面２５から締結手段２１によって固定される。つまり、第一方立１９と第二方立２３は
連結枠部材３９を介して連結固定される。連結板部３７を固定した締結手段２１は、縦目
地４１内に位置し、縦目地４１に挿入される目地部材４３で隠される。これにより、連結
が容易に行えるとともに、連結に用いる締結手段２１を縦目地内に収容し、目地部材４３
によって連続した凸曲面３１として塞ぐことができる。
　なお、上記各連結枠部材３９は、それぞれが固定される第一方立１９、第二方立２３の
長さと同じ長さで連続的に構成されてもよく、或いは、長手方向に複数分割され、すなわ
ち断続的に配置固定される構成としてもよい。また、この連結枠部材３９の連結板部３７
には、締結手段２１が螺着されるタップ孔が形成されるが、各連結枠部材３９，３９で重
なる連結板部３７，３７は、表面側に位置する連結板部３７に長孔を穿設し、これに重な
る裏面側の連結板部３７にタップ孔として構成し、これら連結枠部材３９，３９同士の間
隔を長孔にて微調整可能とする構成としてもよい。
【００３５】
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　図４は図３のＣ－Ｃ矢視図である。なお、同図において中間枠９９は省略されている。
　連結枠部材３９は、木ねじ１０３にて固定板部３５が第一方立１９に固定されている。
第一方立１９は、位置決ねじ１０５を、上枠９３、横桟９５、下枠９７に形成した位置決
孔１０７に埋込ナットを介して挿入し、取付ネジ１０９にて間仕切ユニット１１に取り付
けられている。第一方立１９の上端面は上枠９３に固定ネジ１１１にて固定される。なお
、図示は省略するが、第二方立２３も同様に、位置決ねじ１０５、位置決孔１０７、取付
ネジ１０９、固定ネジ１１１が用いられて間仕切ユニット５３に取り付けられている。
【００３６】
　次に、上記構成を有する構造の作用を説明する。
　間仕切ユニット１１と間仕切ユニット５３を連結するには、予め、第一方立１９を間仕
切ユニット１１に固定し、第二方立２３を間仕切ユニット５３に固定しておく。躯体側に
縦枠１０１が固定された間仕切ユニット１１は、第一方立１９の連結面３３に連結枠部材
３９が表出している。
【００３７】
　この第一方立１９の連結枠部材３９に、間仕切ユニット５３の第二方立２３に取り付け
られた連結枠部材３９を突き合わせる。突き合わされた連結枠部材３９，３９同士は、一
対の平行な表面２５ａ側の連結板部３７，３７と裏面２５ｂ側の連結板部３７，３７同士
が重ねられる。そして、表面２５ａ側の連結板部３７，３７同士と、裏面２５ｂ側の連結
板部３７，３７同士が図３に示すように、締結手段２１にて固定される。これにより、第
一方立１９と第二方立２３が連結固定される。なお、第二方立２３は、間仕切ユニット５
３に固定されていてもよく、あるいは自身が隣接部材１５である単体部材であってもよい
。自身が隣接部材１５である場合には間仕切ユニット５３は無く、第一方立１９と第二方
立２３とで丸柱を構成することになる。このようにして連結固定された第一方立１９と第
二方立２３は、間仕切ユニット１１の表裏面２５から角部の無い丸柱、或いは床柱的なも
のも含む一体化された柱状となって突出形成されることとなる。
【００３８】
　次に、上記実施の形態に係る構造の変形例を説明する。
　図５は連結面が相欠継にて継がれる変形例の平断面図である。なお、以下の変形例にお
いて、図１～図４に示した部材と同一の部材には同一の符号を付し、重複する説明は省略
するものとする。
　この変形例に係る構造は、第一方立１９と第二方立２３のそれぞれの連結面３３に、平
面視でＬ字状の切欠部４５が形成されている。第一方立１９と第二方立２３は、それぞれ
の切欠部同士を合わせる相欠継にて継がれる。
　図５に示すように、相欠継された第一方立１９と第二方立２３は、第一方立１９の凸曲
面３１から第二方立２３に締結手段２１を締結するとともに、第二方立２３の凸曲面３１
から第一方立１９に締結手段２１を締結して相互に固定される。
【００３９】
　凸曲面３１に穿設される締結手段用孔４９は、目隠栓５１にて塞がれる。目隠栓５１は
、例えば丸太の節のように意匠性を持たせることができ、このような意匠性により木の丸
柱を使用しているように見え、より自然な存在とすることができる。凸曲面３１に穿設さ
れた締結手段用孔４９に挿入される目隠栓５１の表面は、凸曲面３１に倣った曲面で形成
される。したがって、凸曲面３１に、窪みや段部が生じない。これにより締結手段用孔４
９が目隠栓５１にて覆え、容易な作業を実現させつつ、凸曲面３１の見栄えを低下させる
ことがない。
【００４０】
　この変形例では、第一方立１９と第二方立２３の連結面３３が相欠継に形成されること
で、連結面３３を突き合わせれば、第一方立１９と第二方立２３が略丸柱状に一体化され
て、目地が表出しなくなる。
　これにより、連結枠などの他部材を使用せずに方立同士を直接固定して連結でき、部品
点数を削減して製品コストを安価にできる。
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【００４１】
　図６は一方の方立が連結面と反対側の表出面から挿通された締結手段にて他方の方立に
固定される変形例の平断面図である。
　この変形例に係る構造は、第一方立１９または第二方立２３のいずれか一方が連結面３
３と反対側の表出面４７から挿通された締結手段２１にて第一方立１９または第二方立２
３のいずれか他方に固定される。図例では、第一方立１９から挿通され貫通された締結手
段２１が第二方立２３に螺合されている。
【００４２】
　第一方立１９の連結面３３と反対側が表出面４７となって表出するとき、この表出面４
７が第一方立１９の固定面として有効利用される。例えば第一方立１９が引違戸の開口枠
における縦枠であるとき、この縦枠の表出面、すなわち戸先の当たる面から締結手段２１
を挿通して第二方立２３に容易に固定することができる。
【００４３】
　この場合においても、表出面４７に穿設される締結手段用孔４９が目隠栓５１にて塞が
れる。表出面４７に穿設された締結手段用孔４９に挿入される目隠栓５１の表面は、表出
面４７に倣った平面で形成される。これにより、表出面４７に、窪みや段部が生じない。
締結手段用孔４９が目隠栓５１にて覆え、容易な作業を実現させつつ、表出面４７の見栄
えを低下させることがない。なお、この目隠栓５１のさらに表面に帯状の部材などで覆い
隠すことで、表出面４７を連続面で隠すことが可能となる。
【００４４】
　したがって、本実施の形態に係る間仕切ユニット１１の構造によれば、木質材１７から
なり間仕切ユニット１１の垂直端部１３に固定される第一方立１９と、木質材１７からな
り第一方立１９に固定される第二方立２３と、を備え、連結された第一方立１９と第二方
立２３は平面視で間仕切ユニット１１の表裏面２５のそれぞれから凸曲面３１となって突
出するので、丸みを有し、木質からなる方立を使用して間仕切ユニット１１を連結でき、
暖かみのある連結部デザインを実現することができる。
【００４５】
　そして、このような凸曲面３１を有する形状としたことで、互いの連結面を大きく確保
することができ、方立同士の連結状態の安定性を向上させることができる。またこの構造
によれば柱のように厚みが増え、しっかりとした安定感のある連結が可能となる。
【００４６】
　なお、上述した各実施の形態では、第一方立１９と第二方立２３とを木質材１７で構成
した例について述べたが、これら第一方立１９と第二方立２３は、材質として木質材１７
に限定されることはなく、合成樹脂やアルミ合金、鋳物などを素材として用いても良く、
また、このような剛性素材の表面に木目を施すような複合構成の素材としても良い。
【符号の説明】
【００４７】
　１１…間仕切ユニット
　１３…垂直端部
　１５…隣接部材
　１９…第一方立
　２１…締結手段
　２３…第二方立
　２５…表裏面
　２７…凸部
　２９…突出面
　３１…凸曲面
　３３…連結面
　３５…固定板部
　３７…連結板部
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　３９…連結枠部材
　４１…縦目地
　４３…目地部材
　４５…切欠部
　４７…表出面
　４９…締結手段用孔
　５１…目隠栓

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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